
令和６年度自己評価計画最終報告                                 石川県立金沢泉丘高等学校（通信制課程） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

１ 家庭の理解と協力を

得ながら個に応じた働

きかけをより多く行う

ことで、生徒への学習

支援を積極的に行い、

報告課題の提出状況や

出席日数の改善を図る

とともに修得率を上げ

る。 

 

 

 

 

①生徒が報告課題を計画的に提出できる

よう、「年間計画表」の積極的な活用

をすすめる。 

そのために「学習進度表」の生徒への

定期的な郵送と、学校配信メールやオ

ンライン学習システムを活用し「教務

のお知らせ」を発信する。 

また、ＩＣＴツールを活用することで

スクーリングの充実を図る。 

第１期締切までに報告課題を提出し

た生徒のうち、定期試験を受験した

生徒の割合が 

Ａ ７５％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満 

 

【判定 Ｂ 】 

 前期受験率 78.8% 

 後期受験率 74.1% 

 

（昨年度：判定Ｂ） 

 前期受験率 77.6% 

 後期受験率 71.0% 

・レポートをしっかり提出し、試験を受験できる生徒が年々増

加してきている。 

・受験率の向上は、単位修得率の向上に繋がることから、

Google Classroomの全員登録から、その効果的な運用、スクー

リングやレポートの質の向上を今後も進めていく。 

②教職員が報告課題の作成に困難を感じ

ている生徒に向けて、平日に質問を受

ける体制をつくる。また、メールやオ

ンライン学習システム、電話を含めい

ろいろな形での質問に答える。 

メール、ＦＡＸ、電話やオンライン

学習システムで教科や科目の質問を

したのべ生徒数が 

Ａ ３００人以上 

Ｂ ２００人以上 

Ｃ １００人以上 

Ｄ １００人未満 

【判定 Ｂ 】 

 質問者数 259人 

 質問時間 2387分 

 

（昨年度：判定Ｃ） 

 質問者数 177人 

 質問時間 2208分 

・学校における質問と電話による質問、それぞれにおいて質問

者は増加している。今後はGoogle Classroomを利用した質問へ

の対応を進めていく。 

２ 基本的生活習慣の確

立と規範意識の高揚、

自他の生命を尊重する

態度の育成を図るた

め、時間厳守や適切な

言葉遣いの励行、法や

決まりの意義の理解と

遵守など、学校内外を

含めた生活活動を見直

し、改善を図らせる。 

 

①教職員が登校指導によるあいさつ活動

やショートホームルーム等、生徒と関

わる場での声かけを通して、相手を尊

重する態度の育成を図る。 

 

「自分は生活規律を守っている」と

いう質問によくあてはまると回答を

した生徒の割合が 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満 

【判定 Ｂ 】 

７９．４％ 

 

 

（昨年度：判定Ｃ） 

６８．８％ 

・生活規律が年々確保されている。今後も学習規律の向上に努

めていく。 

②いじめは絶対に許されない行為である

ことを、ショートホームルーム等で啓

発したり、生活体験発表の機会を活か

して周知したりするなど、生徒の「他

者への思いやりの心」の育成を図り、

よりよい学校づくりに努める。 

「学校生活は全般的に楽しい」とい

う質問によくあてはまると回答した

生徒の割合が 

Ａ ６０％以上 

Ｂ ５０％以上 

Ｃ ４０％以上 

Ｄ ４０％未満 

【判定 Ｄ 】 

３９．４％ 

 

 

（昨年度：判定Ｃ） 

４０．１％ 

・学校生活を楽しいと感じられるように、生徒会活動や生徒会行

事をより充実させるとともに、生徒会からの働きかけなどを工夫

して参加人数を増やしていく。 

③教職員が「ほけんだより」やショート

ホームルーム、学校配信メールで身体

計測、各種検診の受診を呼びかける。 

 また、検診の日程を受診しやすいよう

見直す。 

生徒の各種検診の受診率が 

Ａ ６０％以上 

Ｂ ５５％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満 

【判定 Ｃ 】 

内科検診：５３．２％ 

歯科検診：５２．０％ 

 

（昨年度：判定Ｃ） 

内科検診：５０．５％ 

歯科検診：４２．４％ 

・受診率をさらに向上させるため、「ほけんだより」等で健康管

理について啓発するとともに、健診時に男性医師・女性医師を配

置し、待機時間の短縮を図る。 



学校関係者評価委員会の評価 様々な事情により入学する生徒たちが充実した学校生活を送るとともに、卒業者がより多くなることが望まれる。 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

卒業生は、令和4年度131名、令和5年度163名、令和6年度161名と増加傾向である。今後も後期定期試験受験率の上昇につながるような声

かけを行ったり、Google Classroomを活用した質問対応など学習環境を整えたりすることで、一人でも多く卒業生を送り出せるようにし

ていく。 

 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

３ 生徒一人一人の生活

状況を様々な方法で

より把握し、教職員

間で共有することに

より、 

組織的に支援する体

制をつくる。 

①保護者懇談会を６月と１０月に実施

し、生徒に関する認識を共有し、効果

的な生徒支援を行う。その際、面談時

間を十分に確保するためにスクーリン

グ日の他、平日に実施する。また学校

配信メールやオンライン学習システム

などにおいて随時情報を発信し、保護

者に学校運営に関しての協力を求める

とともに、面談について促す。 

年度内に担任が１回以上懇談した保

護者の割合が 

Ａ ７０％以上 

Ｂ ６０％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満 

【判定 Ｄ 】 

前期の生徒人数５２１人に対し

て、保護者の懇談人数２７６人、

割合として５３．０％。 

後期の生徒人数５６５人に対し

て、保護者の懇談人数２３９人、

割合として４２.３％。 

平均すると４７．７％。 

 

（昨年度：判定Ｃ） 

５６．４％ 

・昨年度は前期、後期を通して生徒５９２人中、保護者との面

談数は３３４人で割合として５６．４％で、今年度の懇談人

数、割合は、前期、後期とも昨年度を下回っている。原因を分

析し一人でも多く懇談するよう努めていく。 

②教職員が生徒理解を深めるため、６月

と１０月に個別の面談を実施する。面

談時間を十分に確保するためにスクー

リング日の他、平日に実施する。 

 

 

 

 

 

活躍生と１回以上面談できた割合が 

Ａ ７０％以上 

Ｂ ６０％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満 

【判定 Ｂ 】 

前期の生徒人数５２１人に対し

て、生徒との面談数３６４人、割

合として６９．９％。 

後期の生徒人数５６５人に対し

て、生徒との面談人数３５０人、

割合として６１．９％。平均する

と６５．９％ 

 

（昨年度：判定Ｂ） 

６８．２％ 

・昨年度は前期、後期を通して生徒５９２人中、生徒との面談

数は４０４人で割合は６８．２％で、面談ができていない生徒

が３割いる現状を改善するため、電話など連絡を粘り強く取り

生徒の現状の把握に努めていく。 

４ 各種業務の平準化

と効率化を図り、ワ

ーク・ライフ・バラ

ンスを実現する。 

 

 

①教職員が各課内での業務の平準化と協

力しあえる職場環境を整え、職員のワ

ーク・ライフ・バランスの実現を目指

す。 

 

 

年次休暇を１２日以上取得したとい

う教員が 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ９０％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 

【判定 Ｄ 】 

４１．２％ 

 １２日以上取得者７人 

 

（昨年度：判定Ｄ） 

５２．６％ 

４月から１月末までの平均取得日

数は１０．４／人であった。 

・４月から１月末までの平均取得日数は１０．１／人であっ

た。５日以下の取得が４人いた。 

・時間外勤務の報告で、毎月８割前後が２０時間以内に収まって

いるが、ワーク・ライフ・バランスをより充実させるために、年

休取得について今後も推進していく。 

 



重点目標 具体的取組 実現状況の達成度 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

５  様々な行事に参加す

ることで、生徒の自

己肯定感を高めると

ともに、卒業後の生

き方を考えさせ、生

徒の能力・適性を踏

まえた進路指導やキ

ャリア教育を行い、

就業率や進学率を高

める。 

 

 

①進路説明会およびロングホームルーム

での就職、進学の流れの説明を通し

て、生徒が自分の適性・能力を活か

し、卒業後の進路決定ができるよう指

導する。 

アンケートで、進路説明が自分の進

路を考えるのに役立ったと答えた生

徒が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

【判定 Ａ 】 

９７．１％ 

３５名中３４名が役立ったと回答 

 

 

（昨年度） 

アンケートを実施していない。 

・１２月のＬＨにおいて、１・２年生を対象に進路説明を行っ

た。今後も内容をより充実させるとともに、周知方法を工夫す

ることで参加者を増やしていく。 

②生徒が自分の適性を知り、将来就きた

い仕事について理解を深められるよう

に、教職員が就労の意義、職業、資格

について指導する。学年団、進路、教

務、総務課が資料や情報を生徒に与

え、総合的な探究の時間などを活用し

て進路指導を行う。 

 

卒業時に進路が決定している生徒が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

【判定 Ｃ 】 

７３．９％ 

卒業生１６１人中、進路決定者１

１９人 

 

（昨年度） 

７５．５％ 

卒業生１６３人中、進路決定者１２

３人 

・昨年度は卒業生１６３人中、進路決定者は１２３人（７５．

５％）で昨年度より１．６％減少した。進路課主導で各学年と

生徒の進路希望状況の共有や情報交換を深めることで、担任が

生徒へ卒業後の進路に向けた情報提供や個別対応が適切にでき

るようにしていく。 

③STやオンライン学習システム 

などで学校行事の魅力をさらに 

発信していく。 

 

 

学校行事に参加している生徒の割合

がいずれも 

Ａ ３０％ 

Ｂ ２０％ 

Ｃ １０％以上 

Ｄ １０％未満 

【判定 Ｂ 】 

学園祭参加生徒数 

２０．４％ 

（１１５人／５６５人） 

 

 

（昨年度） 

２４．９％ 

（１４９人／５９９人） 

・アンケート項目の親睦を深めることができたかに対して８２

人中６９名（８４．１％）の生徒が肯定的な回答をしたことか

ら、参加した生徒や運営に携わった生徒は満足感を得ている。 

・諸行事に参加を促すよう様々な場面や方法により周知するこ

とで、参加生徒を増やしていく。 

学校関係者評価委員会の評価 学びのセーフティーネットとして、生徒が安心して学校生活を送ることができる環境を整備してほしい。 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

生徒面談・保護者懇談などから情報収集することで、生徒理解を深めていく。学習面・生活面や卒業後の進路において、より前向きに取

り組めるよう生徒会活動などを通して、それぞれの生徒の特性を活かしていく。また、面談に参加できない生徒へは粘り強くコンタクト

を取っていく。 

 


